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水澤　だ　よ

籔
　
髪
κ
’
　
％
’

　水澤ノごよリ2）看板ナこしifLP，　カ；／ユカsれ大

告く掲をグてお・きなカSら，　その後ふつつil

音沙汰が想えてしまつ7；　S申すのに絵の

儀でばない・筆者白らその儂値に疑た計

いナこからである・天界の貴重な一頁かふ

さぐに足らない記事だビ思つプ：・くだら

ない巨儒養いナこもの7S　“．あざ笑ふ讃者も

多からうt思つずこ・だから筆が進まう筈

かない・所が二三日前のこE，山本先生
に「水澤だよりの怠慢ぶりは何てふ事だ，

ひ’L？刀のうちに三十分位に書く暇もあら

うのに……」S・側に居ナこら眼の玉が飛

び禺しずこにちがひない程の楓隷で叱られ

7：・幸それは奉天からのお手紙で，itろ

ばろやって來71御叱責だつナこので命だけ

lt助かつプこが，あの踵梅でにこの後の

程も案じられる・で，恐ろ舐るまれ書き

始めるこビにしずン　こyへ書く事が何の

役にも立たない場合ば，それば山本：先生

の責任，・役に立つ六場合ば筆者の手柄で

ある事に申すまでもない．

　さて，人懸者のウヰンネツケに水澤に
も毛見れ，7こ，推算：の位置定ばすこし離れて

ゐナこカ㍉二十日の夜空ズ』4卑いだ時，その

おぼろ氣なi姿々肉眼で認め得ナこ．何しろ

東京あナこりの新聞が，あの通り矢鱈に騒

ぎナこてナこものだから，奥洲のばての人逡

までカミアごまって1工拒｝なle、・『おら［こも見ぜ

てけろ』tいって頻にぜがむ・塾の外出

さへおぼつかない御隙居さんでさへ，今

生の思ひ出に，そのウヰンネツケ定く）ら

り

いふ物な，一つ逡眼鏡でのぞかぜて戴

きに，観測所までまかり出Pう定いふ勢

であっ7こ・北斗七星の附近にあるS書い

ナニ古い新聞の記事た忘れすに，毎夜大熊

の尻尾のあナこりばかりを物色してゐ糞熱

心家もあっナニさうだ・そんないちらしい

話なきくt，襯測所た一夜：公開して，心

ゆくばかり彗星frながめさぜナこかつノこが

困つカこ書にばこちらは，緯度観測所で

ある，晴れずこ夜に本職の緯度の方が急が

しいし，晴れアこ夜：でなければ彗星1工出な

いし，まるで昔の紺屋さんが晴天十日の
大相撲を見かね’た檬なものだっ7こ・それ

でも毎夜二十人近くのお客があっ7こ・赤

ん坊たおんぶし7z裏店のお紳や，肴屋の
アニイ達が，ま夜中近くまで構内為rうろ
ついてみすご・所員のうちでも池田技師た

大將lt，石川，千葉，佐藤，岩淵の諸君
が流星の観測たしすこ・山崎技師艮自分の

望蓮鏡でい㌧窮眞准撮つ九惜しい事に
匡几末ば芝かく曇り晦であっ為
　月がか［iつて四日の午後，京都の山村

氏が，これも彗星の様にしてひよいS水
澤へやって來すこ・北海遁からの昂りださ

うな・

　今口まで，入寸七刀の川崎技師な，す
い分大きすぎろ男だiSl思って，よそなが
ら常々氣にゃんてるる我々であっ7：が・

九寸五分の中村氏．にほすっかり膿な消し
ブこ。長）・ばかりでなく太いのだから驚く・

上にほ上があるものだ．そればかりでな
く中村氏lt，天下にかけがへのない人物
Sv・ふわけで，最近兵役の義務々さへ免
除されれ定いふ嘩，さう思っても一度な
がめカら，蛇木纏長のにも劣うまじい大
頭や，十二丈雫の甲高の足袋におさik　kj

かねるtいふ足が一段亡大きく見えプこ・

　中村氏ピ山崎技師亡は人も知る檬に，

反射鏡の製作に特に旦夕が深い，有盆な
話の交換のあっカこ・L？　（t申すまでもない

事である．我々門外漢も中村氏の携帯用
の鏡にばまつ’7こく心馳ひかれすご．三II寸牛

S一いふ手頃の大きさで，然も優秀な能力

か持ってるろ事がすくなからす所有慾な
ぞsつ’ナこ。この夏休みに，みんなで汗秘

流して，一・つづs造らうちやないかtい
ふ相談があろ・うまく出來ナこら次の水澤

だよりは物騒だ．こんな自慢話が出て來
るかわからない・一（一ヒ月一卜二日X生）一
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日本で一番多敬の人々に井ンネケ星ぎ見せた

倉　敷天　文憂

去る6月27日の夜彗星接近の寵念観測會な催ふし，600人の大衆が遠近から押

しよdze更［：至るまで此の32センチ反射鏡な包園して離れなかつ7こ・

　　　　　ステアンス君から

　本年度第四彗星の獲見者ステアンス氏

へ山本教授から途られた御親ひのにがき

に封し，下の如き便りか同氏から届い
ナこ・裏ににミド声！タウン大著天文盗の美
　　　　　　ワしい爲眞が印刷され距エハがキである・

　　　　　　　Middtetown，　Conn．
　　　　　　　　∫une　24，1927

　Dear　Friend，

　　Thank　you　for　your　card．　Iwas

glad　that　you　are　observlng　Comct　1927d．

　　　　　　、yT　ith　kind　regards，

　　　　　　　　C．L．　Steams．（署名）

嚥，G．カルヴー！！

優れ六反射鏡面の製作E4“しして，

其の名全世界［：高かつ六ツヨジ・

カ，レヴρ一氏に去る7月4日朝，英

國Wa】poleの宅［：於いて逝去し

ナこ・謹んで吊意を表す．氏lt18

34年の生れで，本年7月z2日（Il

其の第93回の誕辰［：當る筈であ

っず二・吾等｛11kit［：氏の小傳た

載ぜる，



g，　go

ツァイスの星辰儀

　雑誌天界愛護者諸君は以前に同誌上に有名な三山工一ナ市カールツァイ
ス肚の光學工揚が，ミュンヘン市の猫逸博物館の爲めに製作した世界の新
驚異物に關し掲載されナこ事があろので大艦ω概念を得られナこ事ξ想ふが

此器械は其後陸積掲逸諸所のll大都市を始め又他の諸國に於いても（最
近0）報道に依れば階下市も右器械購入する由）製産さるxに到つナこ．抑も
此器械は投爲機組織に工作されて居るので，

　　　　　　　　　　r投　　爲　　星　　辰　　儀』

sS命名されナこ所以であるが此野望に依りて天艦の運動（太陽月，遊星，恒
星）を圓天非内側に投射し観象者の肉眼に天室の關係，位置等を示すこミ
が出來る，上に挿入せる圏を見れば右器械ε其映寛を手に取る様に明かに
見るこミか出來る．

　圓は丁度投爲中の犀辰儀を示し，北緯66度の位置を映じ天室には初冬
の星座が美しく眺めらる，右手に當って極少し南の水zト線を離れた月（新
月の約四日前）がIlつて居る．

　星辰儀の機制は三寸按配に依って説明者が配電箱から自由に投射し得る
仕掛けになって居る．又自由に手に持つこεの出來る指光燈に依り説明者
が個々の目的物を指示する爲め岡に示す様な光つナこ矢を人工天室上に投爲
するこミが出來る．

　日本に於いても諸所の大都市に右器械装置さるべく目下交渉中である．


